
日 時 令和５年１０月２１日（土）１３時３０分～（１６時終了予定）

会 場 開発センター・島民ホール

「ごとばんさん芸術文化祭」の開催経緯、今回の２週間で海士町が積み重ねてきたモノを踏まえて、その延長にある未来の風景、「アート×地域」
の可能性、皆でぜひ語り合いませんか？
「ごとばんさん×現代匠」ワークショップも担当くださる「現代匠」の皆さん、今回の芸術文化祭の各プログラム担当者一同、そして会場の皆さん
とともに、この島の持つエネルギーを引き出すカギともなりえる「アート」の可能性、その輪のひろげかた、を考えたいと思います。

島外からの出演者 隠岐神社周辺の下記イベントからも出演予定です
●刀剣研究家 ポール・マーティン氏 ・体験型インスタレーション kodou & connecting

●金工作家 泉 公士郎 氏 ・ごとばんさんMAKELIVE in AMA
●石州和紙継承者 川 平 勇 雄 氏 ・mini 島民劇「新島守」
●絵馬師 永 崎 ひまる 氏 ・AMAFES 2023
●写真家    キッチンミノル 氏 ・移動美術館

・海士の「うた」を詠む 季節来遊漁と和歌・短歌・俳句
・隠岐島前高校地域国際交流部ワークショップ

主 催 ： 後鳥羽院顕彰事業実行委員会 （役場内 ２-０１１５）

後 援 ： 総務省

ごとばんさん芸術文化祭シンポジウム

「島の文化会議 隠岐と後鳥羽院から考える

～海士町の文化を活かしたアートと町づくり～」のご案内
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